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⑴　
予
防
接
種
は
伝
染
病
の
抑

止
に
最
も
効
果
的
で
、
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
方
法

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、市
が
推
進
す
る
定
期・

任
意
予
防
接
種
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

⑵　
公
費
助
成
の
現
状
は
。

⑶　
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
の
予

防
接
種
に
は
危
険
が
伴
う
と
聞

く
が
、
予
防
接
種
後
、
健
康
被

害
が
出
た
場
合
の
救
済
制
度
は
。

⑷　
本
市
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
率
は
ど
の
程
度
か
。

⑸　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
金
額
が
病
院
に
よ
っ
て
異

な
る
と
聞
く
。
市
は
ど
の
程
度

金
額
の
幅
が
あ
る
か
把
握
し
て

い
る
か
。

⑹　
子
ど
も
た
ち
は
２
回
接
種

す
る
必
要
が
あ
る
と
聞
く
が
、

負
担
を
考
え
る
と
公
費
助
成
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑺　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
含
め
た
本
市
の
啓
発
活

動
を
尋
ね
る
。

　
　

健
康
推
進
課
長

⑴　

Ａ
類
疾
病
は
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
せ
き
、
日
本
脳
炎
な
ど
12

の
疾
病
、
Ｂ
類
疾
病
は
高
齢
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
球

菌
の
疾
病
を
定
め
て
い
る
。
Ａ

類
疾
病
の
予
防
接
種
対
象
者
は
、

接
種
の
努
力
義
務
が
あ
る
が
Ｂ

類
疾
病
に
義
務
は
な
い
。

⑵　

Ａ
類
の
子
ど
も
の
予
防
接

種
は
全
額
公
費
負
担
と
し
、
Ｂ

類
の
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
自
己
負
担
が
１
千
円
、
高

齢
者
肺
炎
球
菌
は
自
己
負
担
が

２
千
円
で
残
り
を
公
費
負
担
し

て
い
る
。

　

臨
時
接
種
は
、
原
則
、
定
期

接
種
と
同
様
の
扱
い
で
任
意
接

種
は
一
部
の
妊
娠
予
定
者
の
風

疹
の
予
防
接
種
以
外
は
、
全
額

自
己
負
担
で
あ
る
。

⑶　

定
期
接
種
、臨
時
接
種
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
し
た
場

合
、
自
己
負
担
分
の
医
療
費
が

支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、
任

意
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
よ

る
救
済
措
置
は
な
い
。

⑷　

26
年
度
の
接
種
状
況
は
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
象

者
は
１
万
400
人
、
接
種
者
は

５
千
162
人
で
、
接
種
率
は
約

49
・
6
％
で
あ
っ
た
。

⑸　

主
な
市
内
医
療
機
関
に
確

認
し
た
結
果
、
３
千
円
か
ら

４
千
円
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
。

⑹　

自
己
負
担
で
考
え
て
い
る
。

⑺　

子
ど
も
の
予
防
接
種
は
、

毎
年
度
初
め
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
全
戸
配
布
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
は
該
当
者
に
直
接
案
内
を
送

付
し
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
９
月
か
ら
10

月
に
全
戸
配
布
し
て
い
る
。

　

接
種
対
象
者
、
そ
の
保
護
者

に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
予
防
接

種
の
種
類
、
受
け
る
期
日
、
機

関
及
び
場
所
、
注
意
事
項
、
受

け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
者
、

接
種
に
協
力
す
る
医
師
、
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
引
き
続
き
周

知
す
る
と
と
も
に
、
予
防
接
種

の
有
効
性
、
安
全
性
及
び
副
反

応
、
そ
の
他
接
種
に
関
す
る
注

意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

⑴　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
を
受

け
、
国
は
多
く
の
品
目
で
限
定

的
だ
と
し
な
が
ら
、
一
部
は
長

期
的
に
は
価
格
が
下
落
す
る
可

能
性
も
あ
る
と
い
う
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
含
め
た
本
市
の
対
策
は
。

⑵　
本
市
の
農
業
従
事
者
の
う

ち
、
女
性
の
占
め
る
割
合
は
ど

の
程
度
か
。
ま
た
、
本
市
で
も

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取

り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
　

市
長

⑴　

国
は
農
業
政
策
に
対
し
３

千
億
の
補
正
予
算
を
組
み
、
28

年
度
当
初
予
算
で
農
業
施
策
に

対
し
対
策
を
打
つ
と
し
て
い
る
。

　

注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
市

単
独
補
助
金
を
含
め
現
行
を
維

持
し
て
い
き
た
い
。

　
　

農
政
課
長

⑵　

５
年
前
の
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
よ
る
と
農
業
従
事
者
は
２

千
680
人
、
う
ち
女
性
は
875
人
で

割
合
は
、
約
32
％
で
あ
る
。

　

本
年
、
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
と
い
う
調
査
が
あ
り
概
数
値

に
よ
る
と
全
国
的
に
約
14
％
減

少
と
い
う
結
果
が
あ
る
こ
と
か

ら
本
市
も
減
少
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
国
が
進
め
て
い
る
が
、
市

の
農
業
活
性
化
に
よ
い
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
、
市
も
多
く
の

若
手
女
性
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
本
市
で
は
現
在
、
女

性
農
業
者
12
名
で
農
業
経
営
や

地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
重
要

な
役
割
を
果
た
す
農
村
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
称
号
を
受

け
て
い
た
だ
き
活
躍
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布

し
接
種
を
呼
び
か
け
て
い
る

答

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

本
市
で
も
取
り
組
ん
で
は

本
市
で
も
取
り
組
ん
で
は

問本
市
の
農
業
活
性
化
に
よ
い

影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
る

答

答

清
流
ク
ラ
ブ

議
員

武
田 

正
樹

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
更
な
る
啓
発
に
取
り
組
め

の
更
な
る
啓
発
に
取
り
組
め


